
新潟大学 遺伝子倫理審査委員会 オプトアウト書式 

 

①研究課題名 HTRA1 関連脳小血管病の遺伝的特徴と臨床的特徴との関連 

②対象者及び対象期間、過去の研究課題名と研究責任者 

対象者：脳小血管病の遺伝子解析目的に遺伝子検体を提供されたことのある患者さん 

対象期間：2000 年 1 月 17 日〜2021 年 4 月 26 日 

過去の研究課題名：「遺伝性脳小血管病の原因遺伝子の同定と病態機序の解明」、「遺伝性脳小血管

病の病態機序の解明と治療法の開発」 

研究責任者：小野寺理（いずれの研究課題名も） 

③オプトアウトの概要 

これまで研究責任者らは、脳小血管病（※脳の細い血管が障害される病気）の原因遺伝子を調べる

研究を行ってきました。本研究では、過去の研究でお預かりした血液由来の遺伝子検体や頭部 MRI

などの画像データ、臨床情報（年齢・症状・併存疾患など）を改めて解析し、遺伝子の特徴と症状

の出方・重症度との関係を詳しく調べます。 

対象となる検体・情報は既に当教室に保管されている遺伝子検体、臨床情報（年齢、症状、併存す

る疾患など）、頭部画像検査データです。これらの検体や情報は、当時すでに同意書をもとに提供

されたものです。したがって、新たに採血や検査をお願いすることはありません。 

研究に同意されない場合（解析を希望されない場合）は、いつでもお申し出いただければ除外する

ことができます。その際に不利益が生じることは一切ありません。 

④申請番号      G2025-0015 

⑤研究の目的・意義 これまでの研究から、HTRA1 という遺伝子の変化が脳小血管病の発症

に関係することがわかってきました。本研究では、この HTRA1 の変異

（へんい：遺伝子の一部が変わること）やその周囲の遺伝情報と、実際

の病気の起こり方との関係を調べます。この研究によって、発症の仕組

みをより深く理解し、今後の予防や治療法の開発につなげることを目指

しています。 

⑥研究期間 倫理審査委員会承認日から 2030 年 2 月 24 日まで 

⑦情報の利用目的及び

利用方法（他の機関へ

提供される場合はその

方法を含む。） 

これまでにご提供いただいた血液由来の遺伝子検体、臨床情報、画像情

報をもとに、遺伝子的特徴と病気の発症・進行の関係を解析します。当

研究室で対応が難しい専門的な解析（例：DNA の細かな構造解析や大規

模画像解析）が必要な場合は、信頼できる企業や他の研究機関に検体ま

たはデータの解析を依頼することがあります。これらの検体や情報はす

べて匿名化処理（※名前や住所などの個人を特定できる情報を取り除く

こと）がされています。外部機関に提供する際にも、個人を特定できる

情報は一切含まれません。本研究では、病気の仕組みを明らかにするこ

とを目的として遺伝子解析を行いますが、個人の診断や治療に直接役立



てるものではありません。このため、研究によって得られた遺伝子解析

の結果については、研究対象者ご本人への開示は行いません。 

⑧利用または提供する

情報の項目 

血液から採取した遺伝子検体と病気の経過がまとめられた臨床情報や頭

部画像所見を使用します。またこれまでに行われた遺伝子解析結果も使

用します。 

⑨利用する者の範囲 新潟大学脳研究所脳神経内科 小野寺理（研究責任者） 

○10 試料・情報の管理に

ついて責任を有する者 

新潟大学脳研究所脳神経内科 小野寺理 

○11 お問い合わせ先 本研究に対する同意の拒否や研究に関するご質問等ございましたら下記

にご連絡をお願いします。 

所属：新潟大学医歯学総合病院脳神経内科 

氏名：安藤昭一朗 

Tel：025-227-0666 

E-mail：andos@bri.niigata-u.ac.jp 

 


